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から回答を得た。当院を含めて 36 施設での現状を報告する。3 施
設で久留米大学で開発された放射線治療用病衣（マンマスーツ）を



















知られている。123I-MIBG 専用 Planar Phantom は異なる装置やコ
リメータを使用した場合、同一の H/M を得るための補正用として
開発された平面 Phantom である。今回、この Phantom により得ら
れた回帰式は妥当なものであるか検討した。
【 方 法 】 ア ク リ ル 厚 の 異 な る 2 種 類 の Phantom に 同 濃 度 の
123I-MIBG を封入し、それぞれ前面像と後面像を撮像した。コリメー
タは LEHR、LMEGP、MELP の 3 種類で撮像を行った。心・縦隔



















【対象】健常ボランティア 20 名（男性 14 名、女性 6 名、年齢 40.2
± 13 歳）
【方法】再構成条件は、散乱補正の有無（以下 SC+,SC-）および吸
収補正の有無（以下 AC+,AC-) で処理を行い SBR を比較した。適
切な収集時間については、30 分連続撮像した画像を 5 分刻みで 5
分から 30 分まで作成し、当院核医学担当技師 5 名で視覚的評価を
行った。また、線条体とバックグラウンド（以下 BG）それぞれの
変動係数を用いて検討を行った。





【考察】散乱補正によって SBR は、BG のカウントが減るために高
くなると考えられる。視覚的評価と BG の変動係数の結果より、当
院の装置では 20 分以上の撮像時間が望ましいと考えられる。
